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県立高等学校教育課題研究指定校事業～未来を担う人材の育成を目指して～

「知立市の未来を考えるシンポジウム－みんなが笑顔になれるまちづくり－」

１１月２０日（火）の午後、本校体育館において、「知立市の未来を考えるシンポジウ

ム－みんなが笑顔になれるまちづくり－」を実施しました。このシンポジウムは、本校の

総合的な学習の時間において、２・３年生全員が１０月から１１月の約１ヶ月間かけて取

組んだ「地域課題について考える」のまとめとなります。「地域課題について考える」は、

本校がある知立市の課題を調べ、その解決策を考え、知立市に提案するという取組です。

その成果を基に、２・３年生から選ばれた代表グループが知立市職員に直接政策提言を行

い、対話しました。

シンポジウムでは本校生徒７名と知立市の若手職員４名の方がパネリストをつとめ、知

立市長および知立市議会議長を始め、他校の教職員の方々など多くの方々に参観していた

だきました。コーディネーターは岡山大学教育学部教授桑原敏典先生にお願いしました。

桑原先生の「高校生が作る地域の未来－１８歳選挙権が社会を変える－」と題した基調

講演の後 まず、２年生のグループは知立の文化財を活用する、「歴史スタンプラリーＩ

Ｎ知立」や「てら婚（お寺をめぐりながら婚活イベント）」という提案を、３年生のグル

ープは知立駅前に新たな賑わいをつくり出すために「外国料理屋台」「知立カフェタワー

（全年代が利用できるカフェスポット）」を提案しました。それぞれのグループは提案を

つくるに当たって、地域の問題点を自ら出向いて調査したり、クラスメイトや地域の方々

から聞き取り調査を行い、自らの提案を作り上げて発表しました。

シンポジウムでは知立市職員の方々から問題点や課題を指摘していただきました。例え

ば歴史スタンプラリーについて「中高生は歴史的文化財には興味ないのでは」と指摘され

ました。しかし、生徒からは「『御朱印女子』もいて、若者の中に歴史的文化財に関心を

持つ人が増えている」と反論されました。また、他の提言についても知立市職員の方々の

疑問点に関して、自ら調べてきたことを基に、しっかりと反論をしたり、政策実現の可能

性や効果の有効性についてしっかりと主張することができました。

会の最後には知立市長の林郁夫様から講評をいただき、本校生徒が地域社会について考

えるすばらしい経験ができました。

（生徒の発表の様子） （知立市職員との対話）
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（基調講演の様子） （知立市長による御講評）
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（２年生グループの政策提言）
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（３年生グループの政策提言）


